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【結果】

⼀般社団法⼈ 全国清涼飲料連合会 ⼀般社団法⼈ ⽇本果汁協会 コカ・コーラ協会
⼀般社団法⼈ 全国トマト⼯業会協会 ⽇本コーヒー飲料協会 ビール酒造組合

【背景】
学校教育現場の課題と解決策
■社会背景
グローバル化・情報化・少⼦⾼齢化など急激な社会の変化

■課題
⾼度化・複雑化している社会課題・時代の変化を受け⼊れた柔軟な対応

■対応の⽅向
「地域とともにある学校」への転換（様々な潮流が⽣まれている⼈材教育像の⼀つ）

■実現⼿段
「個に応じた指導」と「協働的な学び」

産業界の課題と解決策
■課題
社会の持続可能性確保のために循環型社会への変⾰

■政策、制度⾯の背景
第四次循環型社会形成推進基本計画
「地域循環共⽣圏形成による地域活性化」
「ライフサイクル全体での徹底的な資源循環」
「適正処理の推進と環境再⽣」
「災害廃棄物処理体制の構築」
「適正な国際資源循環体制の構築と循環産業の海外展開」
「循環分野における基盤整備」の将来像が提⽰

【研究仮説】
環境教育の推進は、地域との学びを通し、その内容が社会課題に対応した内容に変化する。
よって、環境教育の推進は、⻑期的な社会課題の解決に貢献する可能性を有する。

2022年度最優秀校の活動
⽂部科学⼤⾂賞 農林⽔産⼤⾂賞 環境⼤⾂賞 協会会⻑賞
秋⽥県 ⻘森県 埼⽟県 ⿅児島県
⼤仙市⽴⼤曲南中学校  蓬⽥村⽴蓬⽥中学校 川⼝市⽴安⾏⼩学校 与論町⽴茶花⼩学校

2016年度最優秀校の活動
⽂部科学⼤⾂賞 農林⽔産⼤⾂賞 環境⼤⾂賞 協会会⻑賞
東京都 岡⼭県 ⽯川県 広島県
杉並区⽴杉並第⼋⼩学校  ⼭陽⼥⼦中学校 地歴部 七尾市⽴⼩丸⼭⼩学校 福⼭市⽴中条⼩学校

【廃棄物をめぐる社会動向】

1999年 循環経済ビジョン
「廃棄物の減量」

2015年 持続可能な開発⽬標 ⇒
2019年 「資源効率性向上」
2020年 循環経済ビジョン2020

「経済活動としての循環経済」

【考察】
地域・連携による実践が活動の共通基盤

年次を経て主題が変化「ごみ問題」から「資源循環（リサイクル・エコ）」へ
2016年当時いち早く「海洋ごみ」への関⼼が観察、

2022年では、「グローバル化」や「経済性両⽴」への流れが観察
↓↓

環境教育の推進は、⻑期的な社会課題の解決に貢献

【⽅法】

環境美化教育優良校等表彰事業の概要
■表彰対象■
「公共の場所の美化」
「飲料あき容器等のリサイクル」を実践し、
地域の環境美化に⼤きく寄与している⼩・中学校等
■推薦フロー■
都道府県から推薦のあった⼩中学校
↓← 有識者による審査

最優秀校を４校選定

AIテキストマイニングによる分析
■分析対象⽂書■
推薦資料
「推薦機関が受賞候補等を推薦する理由」
「活動の独創性・活動の特徴」
「地域の環境美化への貢献」
■⽐較■
2022年度最優秀校4校と2016年度最優秀校4校

⻘⾊が名詞、⾚⾊が動詞、緑⾊が形容詞

単語分類 →
※ユーザーローカル テキストマイニングツール
(https://textmining.userlocal.jp/)による分析

2016年度最優秀校の活動 2022年度最優秀校の活動

2016年度
最優秀校にだけ出現

2016年度
最優秀校によく出る 両⽅によく出る

2022年度
最優秀校によく出る

2022年度
最優秀校にだけ出現

↑ ワードクラウドの⽐較
スコアが⾼い単語を複数選択、
値に応じた⼤きさで図⽰
︓年次に特徴的な代表的単語
︓共通している代表的単語


